
単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）の構成

• BIOSおよび SR-IOV VFの構成（1ページ）
• EXSiホストサーバでの SR-IOV VFの構成（18ページ）
• Linuxホストサーバでの SR-IOV VFの構成（26ページ）

BIOSおよび SR-IOV VFの構成

BIOSパラメータの有効化

始める前に

• BIOSポリシーに次のオプションが設定されていることを確認します。

• Intelベースのサーバーの場合、 [Intel Directed IO]タブで [Intel VT for Directed IO]を
有効にします。

ダイレクト IO用の Intel VTは、Intel C220 M8および Intel C240
M8プラットフォームでは使用できません。

（注）

• AMDベースのサーバの場合、 [プロセッサ（Processor）]タブで [IOMMU]と [SVM
モード（SVM Mode）]を有効にし。

BIOSオプションを更新するには、「Intersight管理モードのCiscoUSCサーバーBIOSトー
クン」を参照してください。

• SR-IOV設定用にサーバプロファイルがすでに作成されている必要があります。サーバプ
ロファイルを作成するには、「UCSサーバプロファイルの作成」を参照してください。
サーバプロファイルを作成したら、次の手順に従って BIOSポリシーを有効にします。
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手順

ステップ 1 Cisco Intersightにログインします。

ステップ 2 [ポリシーの構成（Configure Policies）] > [ポリシーの作成（Create Policy）]に移動します。

ステップ 3 [ポリシータイプの選択（Select Policy Type）]ページで、 [BIOS]を選択し、 [開始（Start）]をクリックし
ます。

ステップ 4 [全般（General）]ページで、ポリシーの名前を入力し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [ポリシーの詳細（Policy Details）]ページで、次の BIOSを構成します。

• [すべてのプラットフォーム（All Platforms）]を選択します。

• Intel CPUを搭載したサーバの場合は、次のように BIOS設定を構成します。

• [Intel Directed IO]ドロップダウンリストで、 [Intel VT for Directed IO]を有効にする。

• [プロセッサ（Processor）]ドロップダウンリストで [Intel(R) VT]を有効にします。

• AMD CPUを搭載したサーバの場合は、次のように BIOS設定を構成します。

• [メモリ（Memory）]ドロップダウンリストで、[IOMMUの有効化（Enable IOMMU）]を有効
にします。

• [プロセッサ（Processor）]ドロップダウンリストで [SVMモード（SVM Mode）]を有効にしま
す。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 7 BIOSポリシーをサーバプロファイルに関連付け、サーバを再起動します。

（注）

詳細については、「サーバポリシーの構成」の「BIOSポリシーの作成」および「サーバプロファイルの
構成」を参照してください。

SR-IOVのイーサネットアダプタポリシーの作成

手順

ステップ 1 Cisco Intersightにログインします。

ステップ 2 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで、[ポリシー>の構成（Configure Policies）]に移動し、[ポリシー
の作成（Create Policy）]をクリックします。

ステップ 3 [イーサネットアダプタ（Ethernet Adapter）]を選択し、[スタート（Start）]をクリックします。
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ステップ 4 [全般（General）]タブで、ポリシー名を入力します。

ステップ 5 [Ciscoが提供する構成の選択（Cisco Provided Configuration）]をクリックし、 [SRIOV-HPN]を選択して、
[選択（Select）]をクリックします。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [作成（Create）]をクリックします。

Cisco IMC GUIを使用した SR-IOV VFの有効化
Cisco IntersightからSR -IOVを有効にするには

•必要な数の VFで SRIOV HPN接続ポリシーを作成します。

• SRIOV HPN接続ポリシーをサーバプロファイルに割り当てます。

始める前に

•この手順を実行する前に、必要な BIOSオプションが有効であることを確認してくださ
い。

手順

ステップ 1 Cisco Intersightにログインします。

ステップ 2 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで、[ポリシー>の構成（Configure Policies）]に移動し、[ポリシー
の作成（Create Policy）]をクリックします。

ステップ 3 [LAN接続（LAN Connectivity）]を選択し、[スタート（Start）]をクリックします。

ステップ 4 [全般（General）]ページで、以下の情報を設定します。

• [名前（Name）]：ポリシーの名前です。

• [ターゲットプラットフォーム（TargetPlatform）]：ポリシーが適用されるターゲットプラットフォー
ムです。これは、[スタンドアロン（Standalone）]サーバまたは [FI接続サーバ（FI Attached）]サー
バのいずれかです。

スタンドアロンサーバ用に作成された LAN接続ポリシーは、FI接続サーバに展開できません。同様
に、FI接続サーバ用に作成されたLAN接続ポリシーは、スタンドアロンサーバには展開できません。

•ポリシーの[タグの設定（Set Tag）]を行います。タグは key：value形式である必要があります。たと
えば、Org: ITまたは Site: APJなどです。

• [説明（Description）]：ポリシーの識別に役立つ説明です。

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [ポリシーの詳細（Policy Details）]ページで、次を設定します。
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[vNICの追加（Add vNIC）]をクリックし、次のパラメータを設定します。

表 1 :スタンドアロンサーバ

[説明（Description）]プロパティ

[vNICの追加（Add vNIC）]

構成する各 VICアダプタの eth0と eth1のインターフェイスを構成したことを確認します。ネットワーク
の要件に応じて、その他の vNICを追加できます。

vNIC名です。[名前（Name）]

[配置（Placement）]

仮想インターフェイスの配置の設定。

Simple

簡易配置を選択すると、スロット IDと PCI Linkはシステムによって自動的に決定されます。最初の VIC
にnVICが展開されます。スロット識別子によって最初のVICが決まります。スロット識別子の番号付け
はMLOMで始まり、その後は 1から始まり、1ずつ増加し続けます。PCIリンクは常に 0に設定されま
す。

自動スロット ID割り当てが無効になっている場合
は、スロット IDを手動で入力する必要があります。

サポートされている値は（1～15）で、MLOMです

[スロット ID（Slot ID）]

仮想インターフェイスが作成されるアダプタポー

ト。

アップリンクポート

PCIリンク

仮想インターフェイスのトランスポートとして使用される PCIリンク。

（注）

ホストデバイスの順序は、PCIリンクの両方を使用している場合、および vNICを追加または削除して
いる場合に影響を受ける可能性があります。

仮想インターフェイスが起動される順序です。イン

ターフェイスに割り当てられる順序は、VICアダプ
タの各 PCIリンク上のすべてのイーサネットおよび
ファイバチャネルインターフェイスに対して「0」
から始めて順に一意である必要があります。PCI順
序の最大値は、VICアダプタの各 PCIリンク上の仮
想インターフェイス（イーサネットおよびファイバ

チャネル）の数によって制限されます。

（注）

2つの vNICの PCI順序を変更するには、vNICを削
除して再作成する必要があります。

[PCIの順序（PCI Order）]
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[説明（Description）]プロパティ

[コンシステントデバイス名（Consistent Device Naming、CDN）]

仮想 NICのコンシステントデバイス名（CDN）の設定。

CDN名のソースが vNICインスタンスの名前である
か、ユーザ定義の名前であるかです。

[ソース（Source）]

イーサネットネットワークポリシーとの関係。

イーサネットアダプタポリシーを選択します。

（注）

このサブポリシーは、スタンドアロンサーバーの

LAN接続ポリシーにのみ適用されます。

イーサネットネットワーックポリシーを選択する

か、作成します。

イーサネットネットワーク

イーサネットQoSポリシーとの関係。

イーサネットQoSポリシーを選択するか、作成しま
す。

イーサネット QoS

イーサネットアダプタポリシーとの関係。

上記から SR-IOV用のイーサネットアダプタを選択
するか、作成してください。

[イーサネットアダプタ（Ethernet Adapter）]

[接続（Connection）]

構成は無効です。[無効（Disabled）]

usNIC

作成される usNICインターフェイスの数。usNICが
有効な場合、有効な値は 1～ 225です。usNICが無
効な場合、デフォルト値は 0です。

[usNICの数（Number of usNICs）]

usNICに関連付けられるイーサネットアダプタポリ
シー。

ポリシーの選択

[usNICアダプタポリシー（usNIC Adapter Policy）]

UsNIC上のトラフィックに使用されるサービスクラ
ス。

[サービスクラス（Class of Service）]

VMQ
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[説明（Description）]プロパティ

仮想インターフェイスで仮想マシンマルチキュー機

能を有効にします。VMMQでは、複数の I/Oキュー
を単一のVMに構成し、VNの複数のCPUコアでト
ラフィックを分散できます。

[仮想マシンマルチキューを有効にする（Enable
Virtual Machine Multi-Queue）]

割り当てられる割り込みリソースの数。推奨される

値は、サーバで使用可能なCPUスレッドまたは論理
プロセッサの数です。

（注）

'割り込み数'は、選択したイーサネットアダプタポ
リシーの '割り込み'値を上書きします。「仮想マシ
ンキューの数」は、選択したイーサネットアダプ

タポリシーの「受信キューカウント」「送信キュー

カウント」および「完了キューカウント」の値を上

書きします。

割り込みの数

割り当てるハードウェア仮想マシンキューの数。ア

ダプタあたりの VMQ数は VM NICの最大数 + 1で
ある必要があります。

仮想マシンキューの数

SR-IOV

Single Root Input/Output Virtualization（SR-IOV）により、さまざまな Linuxゲストオペレーティングシス
テムを実行している複数の VMが、ホストサーバー内の単一の PCIeネットワークアダプタを共有でき
るようになります。SR-IOVでは、VMが vNICとの間で直接データを移動でき、ハイパーバイザをバイ
パスすることで、ネットワークのスループットが増加しサーバーの CPU負荷が低下します。

（注）

Windowsターゲット OSの SR -IOV設定はサポートされていません。

作成するVFの数。1～64の値を入力してください。
デフォルト値は 64です。

VFの数

各 VFに設定する受信キューリソースの数。1～ 8
の値を入力します。デフォルト値は4です。

VFごとの受信キュー数

各 VFに設定する送信キューリソースの数。1～ 8
の値を入力します。デフォルト値は 1です。

VFごとの送信キュー数

各 VFに設定する完了キューリソースの数。1～16
の値を入力してください。デフォルト値は 5です。

VFごとの完了キュー数

各 VFに設定する割り込みカウントの数。1～16の
値を入力してください。デフォルト値は 8です。

VFごとの割り込み数

単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）の構成
6

単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）の構成

Cisco IMC GUIを使用した SR-IOV VFの有効化



表 2 : FI接続サーバの場合：

[説明（Description）]プロパティ

アダプタで AzureStack-Host QoSを有効にすると、
ユーザーは RDMAトラフィックのトラフィックク
ラスを分割し、帯域幅の必要な部分を確実に割り当

てることができます。

Azure Stackホスト QoSの有効化

IQN

このオプションは、IQN名がポリシーに関連付けら
れていないことを確認します。

None

Pool

iSCSI修飾名プールとの関係。

IQNプールを選択または作成します。

IQNプール

[静的（Static）]

このオプションを選択すると、ファブリックインターコネクトドメインの iSCSI vNICがイニシエータ
IDとして使用するスタティック IQNを入力します。

ファブリックインターコネクトドメインの iSCSI
vNICによってイニシエータ識別子として使用され
る、ユーザー指定のスタティック iSCSI修飾名
（IQN）。

IQN識別子

vNIC設定

このオプションを選択した場合は、各 vNICの配置
を手動で指定する必要があります。また、[グラ
フィック vNICエディタ（Graphic vNICs Editor）]を
使用して、vNICとスロットを追加し、それらの間の
接続を定義することによって、各 vNICの配置を手
動で作成および指定することもできます。

（注）

手動配置の場合、[PCIリンク（PCI Link）]は UCS
VIC 1400シリーズアダプタではサポートされませ
ん。

LAN接続ポリシーに簡易配置と拡張配置の両方が
ある場合は、サーバープロファイルの展開の失敗

を防ぐために、PCI順序で指定された番号が適切で
あることを確認してください。

vNICの手動配置
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[説明（Description）]プロパティ

このオプションを選択すると、vNIC配置はプロファ
イルの展開時に自動的に実行されます。このオプ

ションは、Cisco Intersight Managed FI Attachedサー
バでのみ使用できます。

vNICの自動配置

[vNICの追加（Add vNIC）]

構成する各 VICアダプタの eth0と eth1のインターフェイスを構成したことを確認します。ネットワーク
の要件に応じて、その他の vNICを追加できます。

仮想イーサネットインターフェイスの名前。[名前（Name）]

スタティックピン接続用に vNICに関連付けられて
いるピングループ名。LCPの展開は、ピングループ
名を解決し、対応するアップリンクポート/ポート
チャネルをフェッチして vNICトラフィックをピン
留めします。

ピングループ名

MAC

このオプションを選択した場合は、LAN接続ポリ
シーに関連付ける IQNプールを選択します。

Pool

割り当てられているMACプール。

MACプールを選択または作成します。

[MAC Pool]

[静的（Static）]をクリックし、MACアドレス割り
当ての静的MACアドレスを入力します。このオプ
ションは、Cisco Intersight Managed FI Attachedサー
バでのみ使用できます。

[静的（Static）]

MACアドレスは、16進数形式の「xx:xx:xx:xx:xx:xx」
で指定する必要があります。LANファブリック内で
MACアドレスの一意性を確保するため、以下のMAC
プレフィックス「00:25:B5:xx:xx:xx」を使用するこ
とを強く推奨します。

静的MACアドレス

[配置（Placement）]

Simple

簡易配置を選択すると、スロット IDと PCI Linkはシステムによって自動的に決定されます。最初の VIC
にnVICが展開されます。スロット識別子によって最初のVICが決まります。スロット識別子の番号付け
はMLOMで始まり、その後は 1から始まり、1ずつ増加し続けます。PCIリンクは常に 0に設定されま
す。

（注）

自動 vNIC配置には適用されません。
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[説明（Description）]プロパティ

vNICトラフィックを伝送するファブリックインター
コネクトを指します。

[スイッチ ID（Switch ID）]

仮想インターフェイスが起動される順序です。イン

ターフェイスに割り当てられる順序は、VICアダプ
タの各 PCIリンク上のすべてのイーサネットおよび
ファイバチャネルインターフェイスで一意である

必要があります。順序は重複しないゼロから始まる

必要があります。PCI順序の最大値は、VICアダプ
タの各 PCIリンク上の仮想インターフェイス（イー
サネットおよびファイバチャネル）の数によって制

限されます。VIC 1340、VIC 1380、およびVIC 1385
を除き、すべてのVICアダプタは 1つの PCIリンク
を備えています。これら 3機種は 2つの PCIリンク
を備えています。

（注）

2つの vNICの PCI順序を変更するには、vNICを削
除して再作成する必要があります。

自動 vNIC配置には適用されません。

PCIの順序

[コンシステントデバイス名（Consistent Device Naming、CDN）]

仮想 NICのコンシステントデバイス名（CDN）の設定。

CDN名のソースが vNICインスタンスの名前である
か、

vNICインスタンスまたはユーザー定義の名前である
か。

[ソース（Source）]

フェールオーバーを有効にすると、アップリンクで

障害が発生した場合に、トラフィックが自動的に 1
つのアップリンクから別のアップリンクにフェール

オーバーします。

[フェールオーバー（Failover）]

フェールオーバを有効にすると、指定されたファブ

リックインターコネクトパスがダウンした場合に、

vNICからのトラフィックが自動的にセカンダリファ
ブリックインターコネクトにフェールオーバされま

す。フェールオーバは、ファブリックインターコネ

クトクラスターに接続された Cisco VICにのみ適用
されます。

有効化
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[説明（Description）]プロパティ

イーサネットネットワーックグループポリシーを

選択するか、作成します。複数のイーサネットネッ

トワークグループポリシー（ENGP）を vNICに追
加できます。イーサネットネットワークグループ

ポリシーの最大数は、共有ポリシーを含む 50個に
制限されます。

（注）

このサブポリシーは、FI接続サーバの LAN接続ポ
リシーにのみ適用されます。

QinQが構成されている場合、vNICに関連付けるこ
とができるイーサネットネットワークグループポ

リシーは 1つだけです。

ネイティブ VLANは、すべてのイーサネットネッ
トワークグループポリシー上で同じであり、1つ
のイーサネットネットワークグループポリシーで

のみ設定する必要があります。

ファブリックイーサネットグループポリシーとの

関係。

イーサネットネットワーックグループポリシーを

選択するか、作成します。

イーサネットネットワークグループ

ファブリックイーサネットネットワークポリシーと

の関係。

イーサネットネットワーック制御ポリシーを選択ま

たは作成します。

イーサネットネットワーク制御

イーサネットQoSポリシーとの関係。

イーサネットQoSポリシーを選択するか、作成しま
す。

[イーサネット QoS（Ethernet QoS）]

イーサネットアダプタポリシーとの関係。

イーサネットアダプタポリシーを選択するか、作

成します。

[イーサネットアダプタ（Ethernet Adapter）]

ブート iSCSIポリシーとの関係。

• SR-IOVには適用されません。

•このサブポリシーは、FI接続サーバの LAN接
続ポリシーにのみ適用されます。

iSCSIブートポリシーを選択するか、作成します。

iSCSIブート

単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）の構成
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[説明（Description）]プロパティ

[接続（Connection）]

構成は無効です。[無効（Disabled）]

usNIC

作成される usNICインターフェイスの数。usNICが
有効な場合、有効な値は 1～ 225です。usNICが無
効な場合、デフォルト値は 0です。

usNICの数

usNICに関連付けられるイーサネットアダプタポリ
シー。

usNICアダプタポリシーを選択するか、作成しま
す。

[usNICアダプタポリシー（usNIC Adapter Policy）]

VMQ

仮想インターフェイスで仮想マシンマルチキュー機

能を有効にします。VMMQでは、複数の I/Oキュー
を単一のVMに構成し、VNの複数のCPUコアでト
ラフィックを分散できます。

[仮想マシンマルチキューを有効にする（Enable
Virtual Machine Multi-Queue）]

割り当てられる割り込みリソースの数。推奨される

値は、サーバで使用可能なCPUスレッドまたは論理
プロセッサの数です。

（注）

'割り込み数'は、選択したイーサネットアダプタポ
リシーの '割り込み'値を上書きします。「仮想マシ
ンキューの数」は、選択したイーサネットアダプ

タポリシーの「受信キューカウント」「送信キュー

カウント」および「完了キューカウント」の値を上

書きします。

割り込みの数

割り当てるハードウェア仮想マシンキューの数。ア

ダプタあたりの VMQ数は VM NICの最大数 + 1で
ある必要があります。

仮想マシンキューの数

SR-IOV

Single Root Input/Output Virtualization（SR-IOV）により、さまざまな Linuxゲストオペレーティングシス
テムを実行している複数の VMが、ホストサーバー内の単一の PCIeネットワークアダプタを共有でき
るようになります。SR-IOVでは、VMが vNICとの間で直接データを移動でき、ハイパーバイザをバイ
パスすることで、ネットワークのスループットが増加しサーバーの CPU負荷が低下します。

（注）

Windowsターゲット OSの SR -IOV設定はサポートされていません。

単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）の構成
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[説明（Description）]プロパティ

作成するVFの数。1～64の値を入力してください。
デフォルト値は 64です。

VFの数

各 VFに設定する受信キューリソースの数。1～ 8
の値を入力します。デフォルト値は4です。

VFごとの受信キュー数

各 VFに設定する送信キューリソースの数。1～ 8
の値を入力します。デフォルト値は 1です。

VFごとの送信キュー数

各 VFに設定する完了キューリソースの数。1～16
の値を入力してください。デフォルト値は 5です。

VFごとの完了キュー数

各 VFに設定する割り込みカウントの数。1～16の
値を入力してください。デフォルト値は 8です。

VFごとの割り込み数

配置 -詳細

有効にすると、スロット IDはシステムによって自
動的に決定されます。

自動スロット ID割り当て

自動スロット ID割り当てが無効になっている場合
は、スロットIDを手動で入力する必要があります。

サポートされている値は（1～15）で、MLOMです

[スロット ID（Slot ID）]

有効にすると、PCIリンクはシステムによって自動
的に決定されます。

（注）

スロット IDと PCIリンクの両方で自動割り当てが
有効になっている場合、動作は単純な配置と同じで

す。すべての vNICは同じ PCIリンク（リンク 0）
に配置されます。

自動スロット ID割り当てが無効で、自動 PCIリン
ク割り当てが有効になっている場合は、スロット

IDを指定する必要があり、vNICは PCIリンク 0に
配置されます。

PCIリンクの自動割り当て

単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）の構成
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[説明（Description）]プロパティ

[自動 PCIリンク割り当て（Automatic PCI link
Assignment）]が無効で [ロードバランシング（Load
Balanced）]が有効になっている場合、システムは
PCIリンク全体にインターフェイスを均等に分散し
ます。

自動PCIリンク割り当てが無効で、自動スロット ID
が有効になっている場合は、vNICをロードバラン
シングするために PCI順序を指定する必要がありま
す。

自動 PCIリンク割り当てと自動スロット IDの両方
が無効になっている場合は、スロットと PCI順序を
指定して vNICのロードバランシングを行う必要が
あります。

（注）

vNICを削除して再作成しないと、2つの vNICの
PCIリンクモードをロードバランシングモードか
らカスタムモードに変更することはできません。

ロードバランシングオプションで、次のフィール

ドを入力します：Switch ID、 PCI Order。

ロードバランシング

自動PCIリンク割り当てが無効で、自動スロット ID
が有効になっている場合は、PCI順序、PCIリンク、
およびスイッチ IDの値を指定する必要があります。

自動 PCIリンク割り当てと自動スロット ID割り当
ての両方が無効になっている場合は、スロット ID、
PCI順序、および PCIリンクの値を指定する必要が
あります。

（注）

vNICを削除して再作成しないと、2つの vNICの
PCIリンクモードをカスタムモードからロードバ
ランシングモードに変更することはできません。

[カスタム（Custom）]オプションで、 [PCIリンク
（PCI Link）]、[スイッチ ID（Switch ID）]、[PCI
オーダー（PCI Order）]の各フィールドを入力しま
す。

Custom

単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）の構成
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[説明（Description）]プロパティ

仮想インターフェイスのトランスポートとして使用

される PCIリンク。PCIリンクは、2つの PCIリン
クをサポートする一部の Cisco UCS VIC 1300シリー
ズモデル（UCSC-PCIE-C40Q-03、
UCSB-MLOM-40G-03、UCSB-VIC-M83-8P）にのみ
適用されます。他のVICモデルの値が指定されてい
る場合、その値は無視されます。

（注）

自動 vNIC配置には適用されません。

[PCIリンク（PCI Link）]

vNICが関連付けられるファブリックポート。[スイッチ ID（Switch ID）]

仮想インターフェイスが起動される順序です。イン

ターフェイスに割り当てられる順序は、VICアダプ
タの各 PCIリンク上のすべてのイーサネットおよび
ファイバチャネルインターフェイスに対して「0」
から始めて順に一意である必要があります。PCI順
序の最大値は、VICアダプタの各 PCIリンク上の仮
想インターフェイス（イーサネットおよびファイバ

チャネル）の数によって制限されます。

（注）

2つの vNICの PCI順序を変更するには、vNICを削
除して再作成する必要があります。

自動 vNIC配置には適用されません。

[PCIの順序（PCI Order）]

[コンシステントデバイス名（Consistent Device Naming、CDN）]

仮想 NICのコンシステントデバイス名（CDN）の設定。

CDN名のソースが vNICインスタンスの名前である
か、

vNICインスタンスまたはユーザー定義の名前である
か。

[ソース（Source）]

[フェールオーバー（Failover）]

フェールオーバーを有効にすると、アップリンクで障害が発生した場合に、トラフィックが自動的に1つ
のアップリンクから別のアップリンクにフェールオーバーします。

単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）の構成
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[説明（Description）]プロパティ

フェールオーバを有効にすると、指定されたファブ

リックインターコネクトパスがダウンした場合に、

vNICからのトラフィックが自動的にセカンダリファ
ブリックインターコネクトにフェールオーバされま

す。フェールオーバは、ファブリックインターコネ

クトクラスターに接続された Cisco VICにのみ適用
されます。

有効化

イーサネットネットワーックグループポリシーを

選択するか、作成します。複数のイーサネットネッ

トワークグループポリシー（ENGP）を vNICに追
加できます。イーサネットネットワークグループ

ポリシーの最大数は、共有ポリシーを含む 50個に
制限されます。

（注）

このサブポリシーは、FI接続サーバの LAN接続ポ
リシーにのみ適用されます。

QinQが構成されている場合、vNICに関連付けるこ
とができるイーサネットネットワークグループポ

リシーは 1つだけです。

ネイティブ VLANは、すべてのイーサネットネッ
トワークグループポリシー上で同じであり、1つ
のイーサネットネットワークグループポリシーで

のみ設定する必要があります。

ファブリックイーサネットグループポリシーとの

関係。

イーサネットネットワーックグループポリシーを

選択するか、作成します。

イーサネットネットワークグループ

ファブリックイーサネットネットワーク制御ポリ

シーとの関係。

イーサネットネットワーック制御ポリシーを選択ま

たは作成します。

（注）

このサブポリシーは、FI接続サーバの LAN接続ポ
リシーにのみ適用されます。

イーサネットネットワーク制御

イーサネットQoSポリシーとの関係。

イーサネットQoSポリシーを選択するか、作成しま
す。

[イーサネット QoS（Ethernet QoS）]

単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）の構成
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[説明（Description）]プロパティ

イーサネットアダプタポリシーとの関係。

イーサネットアダプタポリシーを選択するか、作

成します。

[イーサネットアダプタ（Ethernet Adapter）]

ブート iSCSIポリシーとの関係。

• SR-IOVには適用されません。

•このサブポリシーは、FI接続サーバの LAN接
続ポリシーにのみ適用されます。

iSCSIブートポリシーを選択するか、作成します。

iSCSIブート

[接続（Connection）]

構成は無効です。[無効（Disabled）]

usNIC

作成される usNICインターフェイスの数。usNICが
有効な場合、有効な値は 1～ 225です。usNICが無
効な場合、デフォルト値は 0です。

[usNICの数（Number of usNICs）]

usNICに関連付けられるイーサネットアダプタポリ
シー。

ポリシーの選択

[usNICアダプタポリシー（usNIC Adapter Policy）]

VMQ

仮想インターフェイスで仮想マシンマルチキュー機

能を有効にします。VMMQでは、複数の I/Oキュー
を単一のVMに構成し、VNの複数のCPUコアでト
ラフィックを分散できます。

[仮想マシンマルチキューを有効にする（Enable
Virtual Machine Multi-Queue）]

割り当てられる割り込みリソースの数。推奨される

値は、サーバで使用可能なCPUスレッドまたは論理
プロセッサの数です。

（注）

'割り込み数'は、選択したイーサネットアダプタポ
リシーの '割り込み'値を上書きします。「仮想マシ
ンキューの数」は、選択したイーサネットアダプ

タポリシーの「受信キューカウント」「送信キュー

カウント」および「完了キューカウント」の値を上

書きします。

割り込みの数

単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）の構成
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[説明（Description）]プロパティ

割り当てるハードウェア仮想マシンキューの数。ア

ダプタあたりの VMQ数は VM NICの最大数 + 1で
ある必要があります。

仮想マシンキューの数

SR-IOV

Single Root Input/Output Virtualization（SR-IOV）により、さまざまな Linuxゲストオペレーティングシス
テムを実行している複数の VMが、ホストサーバー内の単一の PCIeネットワークアダプタを共有でき
るようになります。SR-IOVでは、VMが vNICとの間で直接データを移動でき、ハイパーバイザをバイ
パスすることで、ネットワークのスループットが増加しサーバーの CPU負荷が低下します。

（注）

Windowsターゲット OSの SR -IOV設定はサポートされていません。

作成するVFの数。1～64の値を入力してください。
デフォルト値は 64です。

VFの数

各 VFに設定する受信キューリソースの数。1～ 8
の値を入力します。デフォルト値は4です。

VFごとの受信キュー数

各 VFに設定する送信キューリソースの数。1～ 8
の値を入力します。デフォルト値は 1です。

VFごとの送信キュー数

各 VFに設定する完了キューリソースの数。1～16
の値を入力してください。デフォルト値は 5です。

VFごとの完了キュー数

各 VFに設定する割り込みカウントの数。1～16の
値を入力してください。デフォルト値は 8です。

VFごとの割り込み数

テンプレートを使用して vNICをセットアップしま
す。

テンプレート(Template)

テンプレートからの vNICの追加

vNICインスタンスに適用するソース vNICテンプレート。vNICテンプレートからのすべての構成が、構
成のオーバーライドされたリストを除き、vNICインスタンスに適用されます。

vNIC名です。[名前（Name）]

vNICインスタンスに適用するソースvNICテンプレー
ト。vNICテンプレートからのすべての構成が、構成
のオーバーライドされたリストを除き、vNICインス
タンスに適用されます。

vNICテンプレートを選択または作成します。

vNICテンプレート

グラフィック vNICエディタの詳細を表示します。グラフィック vNICエディタ

単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）の構成
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ステップ 7 [追加（Policy）]をクリックしてから、[作成（Create）]をクリックします。

Cisco Intersight GUIを使用した SR-IOV VFの無効化

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ウィンドウで、[ポリシー（Policies）]を選択します。

ステップ 2 [ポリシー（Policies）]ページで、 [検索（Search）]をクリックします。

ステップ 3 上記で作成した LAN接続ポリシーの名前を入力します。

ステップ 4 [ポリシー（New Policy）]をクリックします。

ステップ 5 [アクション（Actions）]から、 [編集（Edit）]を選択します。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 SR -IOV VFを無効にする vNICを選択、 [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 8 [接続（Connection）]で、 [無効（Disabled）]をクリックし、 [更新（Update）]をクリックします。

ステップ 9 [保存して続行（Save & Proceed）]をクリックして続行します。

EXSiホストサーバでの SR-IOV VFの構成

Cisco eNICドライバのインストール

始める前に

必要な BIOSパラメータと SR-IOV VFの構成が完了していることを確認します。

受信トレイドライバは、 SR-IOV機能をサポートしていません。SR-IOVを有効にするには、
適切なドライバをインストールする必要があります。たとえば、CiscoではSR-IOV機能にenic
ドライバを使用することを推奨しています。

手順

ステップ 1 ホストに enicドライバをインストールします。

次に、ESXiに eNICドライバをインストールする例を示します：
[root@localhost:/vmfs/volumes/645c8bdd-c655e553-8ba0-e8d32272f6c0] esxcli software vib install -v
/vmfs/volumes/C240M7-Standalone/CIS_bootbank_nenic_2.0.15.0-1OEM.800.1.0.20613240.vib --no-sig-check

Installation Result

単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）の構成
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Message: The update completed successfully, but the system needs to be rebooted for the changes
to be effective.

VIBs Installed: CIS_bootbank_nenic_2.0.15.0-1OEM.800.1.0.20613240

VIBs Removed: CIS_bootbank_nenic_2.0.16.0-1OEM.800.1.0.20613240

VIBs Skipped:

Reboot Required: true

DPU Results:

[root@localhost:/vmfs/volumes/645c8bdd-c655e553-8ba0-e8d32272f6c0]

ステップ 2 サーバを再起動して、実行中のカーネルに enicドライバをロードします。

ステップ 3 再起動後、コマンド esxcli software vib list |コマンドを実行します。 grep nenicを使用して、ドライ
バのバージョンを確認します。

詳細については、「Cisco enicおよび enic_rdmaドライバのインストール」を参照してください。

ホスト上のポートごとの SR-IOV VFの確認
次の 2つの方法で SR-IOV VFの合計数を確認できます。

手順

ステップ 1 VMware ESXi Host Clientにログインして確認します。

• VMware ESXiホストクライアントにログインしてください。

•次のコマンドを実行して、 SR-IOV機能を持つ vNICを確認します。
root@localhost:~] esxcli network sriovnic list
Name PCI Device Driver Link Speed Duplex MAC Address MTU Description
----------------------------------------------------------------------------------------------------------
vmnic0 0000:1b:00.0 nenic Up 50000 Full f4:ee:31:30:80:40 1500 Cisco Systems Inc
Cisco VIC Ethernet NIC

次の出力には、vNICで構成されている VFの数が表示されます。
[root@localhost:~] esxcli network sriovnic vf list -n vmnic0
VF ID Active PCI Address Owner World ID
0 false 00000:027:00.1 -
1 false 00000:027:00.2 -
2 false 00000:027:00.3 -
3 false 00000:027:00.4 -
4 false 00000:027:00.5 -
5 false 00000:027:00.6 -
6 false 00000:027:00.7 -
7 false 00000:027:01.0 -

ステップ 2 または、 vSphere vCenterクライアントからホストをアクセスできます。
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ホストでのSR-IOV VFの構成の詳細については、「ホストでのSR-IOV VFの作成」を参照してください。

ホストサーバのリブート後、次の操作を行います。

• ESXiHostClientにログインし、 [ネットワーキング（Networking）] > [仮想スイッチ（VirtualSwitches）]
の順に選択します。

• [仮想スイッチの追加（Add Virtual Switch）]をクリックします。

• [vSwitch Name]フィールドにスイッチ名を追加し、 SR-IOV機能を備えた vmnicを選択して、 [追加
（Add）]をクリックします。

仮想機能（VF）の最大数は 10に設定されます。

• [ポートグループ（Port Groups）]タブで [ポートグループを追加（Add port group）]をクリックしま
す。

• [ポートグループの追加（Add Port Group）]ダイアログボックスで、新しいポートグループを追加
し、 [仮想スイッチ（Virtual Switch）]ドロップダウンからスイッチを選択します。

ホスト上で SR-IOV VFを作成

手順

ステップ 1 VMware ESXiホストクライアントにログインしてください。

または、 vSphere vCenterクライアントから [構成（Configure）] > [ネットワーク（Network）] > [物理アダ
プタ（Physical adapters）]に移動してホストをアクセスできます。

ステップ 2 [ホスト（Host）] > [管理（Manage）]に移動して、[ハードウェア（Hardware）]タブを選択します。

ステップ 3 リストから [PCIデバイス（PCI Devices）]を選択します。

ステップ 4 ドロップダウンリストから [SR-IOVに対応（SR-IOV Capable）]を選択します。

リストは、SR-IOV対応デバイスを表示します。

ステップ 5 VFを作成する vNICを選択します。

ステップ 6 [SR-IOVを構成（Configure SR-IOV）]をクリックします。

[Cisco VICイーサネット NICの SR-IOVを構成（Configure SR-IOV for Cisco VIC Ethernet NIC）]ウィン
ドウが表示されます。

ステップ 7 次の手順を実行します。

説明フィールド

[はい（Yes）]を選択して、構成を有効にします。[Enabled]オプションボタン
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説明フィールド

構成で使用可能な SRIOV接続ポリシー上で構成さ
れている VFの数。1～ 64の整数を入力します。

[仮想機能（Virtual functions）]フィールド

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックし、ホストサーバーを再起動します。

スイッチの設定

始める前に

SR-IOV VFが構成されていることを確認します。

手順

ステップ 1 VMware ESXiホストクライアントにログインしてください。

ステップ 2 [ホスト（Host）] > [ネットワーク（Networking）]に移動して[仮想スイッチ（Virtual switches）]タブを選
択します。

ステップ 3 [仮想スイッチの追加（Add Virtual Switch）]をクリックします。

ステップ 4 スイッチの名前を入力します。

ステップ 5 リストから SR -IOV対応の Vmnicを選択します。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 次の手順を実行します。

説明フィールド

仮想スイッチに適切な名前を入力します。[vSwitch名（vSwitch Name）]フィールド

最大伝送単位を入力します。デフォルト値は 1500バイトで
す。

[MTU]フィールド

ドロップダウンリストから、SR-IOVを作成した PCIeデバイ
スを選択します。

[アップリンク1（Uplink1）]ドロップダウ
ンリスト

ドロップダウンリストから、[モード（Mode）]および [プロ
トコル（Protocol）]を選択します。

（注）

これらのフィールドはデフォルトのまま残ります。

リンク検出
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説明フィールド

次のオプションから選択します。

• [無差別モード（Promiscuous mode）]：[承認
（Accept）]、 [拒否（Reject）]、または [vSwitchから継
承（Inherit from vSwitch）]。

• MACアドレスの変更：[承認（Accept）]、 [拒否
（Reject）]、または [vSwitchから継承（Inherit from
vSwitch）]。

[不正な転送（Forged trasmits）]：[承認（Accept）]、 [拒
否（Reject）]、または [vSwitchから継承（Inherit from
vSwitch）]。

セキュリティ

次の中から選択します。

• [ロードバランシング（Load balancing）]：ドロップダウ
ンリストからロードバランシングを選択します。値は次

のとおりです：[vSwitchから継承（Inherit from
vSwitch）]、

• [ネットワークフェールオーバー検出（Network failover
detection）]：ドロップダウンリストからネットワーク
フェールオーバー検出を選択します。値は次のとおりで

す：[vSwitchから継承（Inherit from vSwitch）]、

• [通知スイッチ（Notify switches）]：通知スイッチを選択
します。値は [はい（Yes）]、 [いいえ（No）]、 [vSwitch
から継承（Inherit from vSwitch）]です。

• [フォールバック（Fallback）]：フォールバックを選択し
ます。値は [はい（Yes）]、 [いいえ（No）]、 [vSwitch
から継承（Inherit from vSwitch）]です。

• [オーバーライドフェールオーバー順序（Override failover
order）]：ドロップダウンリストからオーバーライド
フェールオーバー順序を選択します。値は [はい（Yes）]
または [いいえ（No）]です。

• [フェールオーバー順序（Failoverorder）]：フェールオー
バー順序を選択します。

NICチーミング

単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）の構成
22

単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）の構成

スイッチの設定



説明フィールド

次の手順を実行します。

• [ステータス（Status）]：ステータスを選択します。値
は、 [有効（Enabled）]、 [無効（Disabled）]、 [vSwitch
から継承（Inherit from vSwitch）]です。

• [平均帯域幅（Average bandwidth）]：平均帯域幅を入力
します。

• [ピーク帯域幅（Peak bandwidth）]：ピーク帯域幅を入力
します。

• [バーストサイズ（Burst size）]：バーストサイズを入力
します。

（注）

トラフィックシェーピングポリシーは、仮想スイッチに接

続されている各仮想ネットワークアダプタのトラフィックに

適用されます。

トラフィックシェーピング

次のタスク

仮想ポートの作成（23ページ）

仮想ポートの作成

始める前に

SR-IOV VFが構成されていることを確認します。

手順

ステップ 1 VMware ESXiホストクライアントにログインしてください。

ステップ 2 [ホスト（Host）] > [ネットワーキング（Networking）]に移動し、[ポートグループ（Port Groups）]タブ
を選択します。

ステップ 3 [ポートグループの追加（Add Port Group）]をクリックします。

[ポートグループの追加：新しいポートグループ（Add port group-New port group）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 4 次の手順を実行します。

単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）の構成
23

単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）の構成

仮想ポートの作成



説明フィールド

仮想ポートに適切な名前を入力します。[名前（Name）]フィールド

VLAN IDを入力します。[VLAN ID]フィールド

ドロップダウンリストから仮想スイッチを選択しま

す。

[仮想スイッチ（Virtual Switch）]ドロップダウンリ
スト

次のオプションから選択します。

• [無差別モード（Promiscuous mode）]：[承認
（Accept）]、 [拒否（Reject）]、または [vSwitch
から継承（Inherit from vSwitch）]。

• MACアドレスの変更：[承認（Accept）]、 [拒
否（Reject）]、または [vSwitchから継承
（Inherit from vSwitch）]。

[不正な転送（Forged trasmits）]：[承認
（Accept）]、 [拒否（Reject）]、または [vSwitch
から継承（Inherit from vSwitch）]。

セキュリティ

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。

新しい仮想マシン（VM）の作成

始める前に

•ログイン情報を使用して vCenterにログインする

• OS ISOイメージがホストサーバのデータストアにコピーされます。

手順

ESXiでのゲスト VMへの OSのインストール

仮想マシンに SR-IOV VFを追加

始める前に

選択した仮想マシンの電源をオフにします。

単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）の構成
24

単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）の構成

新しい仮想マシン（VM）の作成



手順

ステップ 1 Virtual Machine Managerで、仮想マシンを右クリックして、 [開く（Open）]を選択します。

ステップ 2 [モニタ（Monitor）]アイコンの横にある [仮想ハードウェア詳細を表示（Show virtual hardware detail）]
アイコンをクリックします。

ステップ 3 [ハードウェアを追加（Add Hardware）]をクリックします。

ステップ 4 [新しい仮想ハードウェアを追加（Add New Virtual Hardware）]ウィンドウで、 [PCIホストデバイス（PCI
Host Device）]を選択します。 [PCIデバイスの詳細（PCI Device Details）]タブで、作成した SR-IOV VF
を仮想マシンに割り当てます。

ステップ 5 [完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 6 仮想マシンの電源をオンにします。

次のタスク

これで、仮想マシンにログインし、Cisco eNICドライバをインストールして、仮想マシンを再
起動した後、「ip link」コマンドを使用して追加された SR-IOVVFを確認できます。詳細につ
いては、「Cisco eNICドライバのインストール」を参照してください。

ESXiでのゲスト VMへの OSのインストール

始める前に

データストアに Linuxオペレーティングシステムの ISOをアップロードします。

手順

ステップ 1 ホストノードを右クリックし、[vCenter] > [新しい仮想マシン（New Virtual machine）]に移動します。

ステップ 2 [作成タイプ（Creation Type）] > [仮想マシンの作成（Create New Virtual Machine）」を選択して [次
（Next）]をクリックします。

ステップ 3 名前とフォルダを入力し、 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 コンピューティング技術情報を選択し、そしてノードを選択して[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [ストレージ（Storage）]を選択し、[データストア（datastore）]ラジオボタンをオンにして、 [次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 6 互換性 ESXi 8.0以降を選択し、 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 ゲスト OSとバージョンして [RHEL Linux9（64ビット）（RHEL Linux9 (64-bit)）]を選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 8 ハードウェア設定 [CPU]を 2、 [メモリ（Memory）]の値を 4 GBにカスタマイズする。
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ステップ 9 [メモリ（Memory）]タブを展開して [すべてのゲストメモリを予約（すべてロケット）（Reserve all guest
memory (All locket)）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 10 [新しいCD/DVDドライブ（データストア ISOファイル）（New CD/DVD Drive (Datastore ISO file)）]を選
択し、 [電源投入時に接続（Connect At Power On）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 11 [CD/DVDメディア（CD/DVD Media）]で、Linux ISOイメージを参照して選択し、 [次へ（Next）]をク
リックします。

ステップ 12 [完了（Finish）]をクリックします。

Linuxホストサーバでの SR-IOV VFの構成

Linuxカーネルでの Cisco eNICドライバのインストールと IOMMUの有
効化

始める前に

必要な BIOSパラメータと SR-IOV VFの構成が完了していることを確認します。

手順

ステップ 1 ホストに enicドライバをインストールします。

次に、RHELに eNICドライバをインストールする例を示します：
[user@rack-111 drivers]# rpm -ivh kmod-enic-4.7.0.5-1076.6.rhel9u4_5.14.0_427.13.1.x86_64.rpm
Verifying... ################################# [100%]
Preparing... ################################# [100%]
Updating / installing...

1:kmod-enic-4.7.0.5-1076.6.rhel9u4_################################# [100%]
[user@rack-111 drivers]#

ステップ 2 grubbyコマンドを使用して、ホストで IOMMUを有効にします。

次に、RHELで IOMMUを有効にする例を示します。
[user@rack-111 drivers]# grubby --update-kernel=ALL --args="intel_iommu=on iommu=pt"

ステップ 3 サーバを再起動して、実行中のカーネルに enicドライバをロードします。

ステップ 4 modinfo enicを実行して、enicドライバがロードされていることを確認します。

次の例は、modinfo enicコマンドの出力を示しています。

[user@rack-111 drivers]# modinfo enic
filename: /lib/modules/5.14.0-427.13.1.el9_4.x86_64/extra/enic/enic.ko
version: 4.7.0.5-1076.6
retpoline: Y
license: GPL v2
author: Scott Feldman scofeldm@cisco.com
description: Cisco VIC Ethernet NIC Driver
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rhelversion: 9.4
srcversion: 3A1B1E81C9641925B34D1B2
alias: pci:v00001137d000002B7sv*sd*bc*sc*i*
alias: pci:v00001137d00000071sv*sd*bc*sc*i*
alias: pci:v00001137d00000044sv*sd*bc*sc*i*
alias: pci:v00001137d00000043sv*sd*bc*sc*i*
depends:
retpoline: Y
name: enic
vermagic: 5.14.0-427.13.1.el9_4.x86_64 SMP preempt mod_unload modversions
sig_id: PKCS#7
signer: Cisco UCS Driver Signing REL Cert
sig_key: D0:54:9A:88:88:DD:0E:7A
sig_hashalgo: sha256
signature: 89:9C:DA:53:D1:FF:0A:DA:98:9A:7F:AF:63:29:66:EB:FF:0C:D6:65:

39:6C:15:40:30:6E:99:4B:2C:F0:54:2E:EB:A4:8A:33:D5:9C:41:7A:
A4:DB:C8:52:55:74:3A:68:F3:22:36:7B:2A:7C:7C:40:8B:7F:6D:9E:
A5:CF:06:F1:23:42:E6:60:DB:78:0E:46:C9:0C:BC:06:9B:02:A0:AA:
5A:FC:36:A3:FB:B0:FE:76:F2:EB:2F:AD:AD:84:89:61:30:7D:E9:2F:
5D:E1:3E:EA:7C:10:B2:42:94:CD:4F:74:19:A6:16:FE:75:B6:78:49:
E8:F0:4A:A9:01:BB:92:44:A9:FE:C7:CE:DB:E8:F5:08:AF:36:1E:5F:
30:D3:B1:5F:70:62:56:6F:C2:38:8E:F2:88:28:0F:44:29:E5:44:66:
34:B7:5C:A7:5E:21:C3:5D:42:D8:C0:87:CA:40:5E:C4:C0:2C:DA:26:
D2:25:9B:58:A8:84:C6:A6:41:B3:24:9C:D7:E6:4A:79:42:00:32:82:
7A:CB:36:D8:79:1D:41:1A:9E:1C:A8:0D:39:6D:C8:F1:0D:44:FA:00:
93:1E:A3:C9:61:AA:DE:25:4A:38:68:C3:9C:14:55:5B:D3:AC:1C:85:
00:FE:57:F1:DE:F7:A8:04:64:0E:5D:35:D8:AF:CF:A4

parm: rxcopybreak:Maximum size of packet that is copied to a new buffer on receive (uint)
[user@rack-111 drivers]#

ホスト上のポートごとの SR-IOV VFの合計数の確認

始める前に

Cisco eNICドライバがインストールされていることを確認します。

手順

ホストサーバーにログインして次のコマンドを実行し、 interface_nameをホスト上の実際のインターフェ
イス名に置き換えます。

# cat /sys/class/net/interface_name/device/sriov_totalvfs

例

次の例は、p1p1インターフェイスでCisco IMCから作成された SR-IOVVFの合計数を
示しています：
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[user@rack-111 ~]# cat /sys/class/net/p1p1/device/sriov_totalvfs
32
[user@rack-111 ~]#

ホスト上で SR-IOV VFを作成
SRIOV HPN接続ポリシーから SR-IOV VFを有効にしても、デフォルトではホストに SR-IOV
VFは作成されません。ホストで SR-IOV VFを作成するには、次の手順を実行します：

手順

ステップ 1 次のコマンドを実行して、ホストに SR-IOV VFを作成します。
# echo number_of_sriov_devices > /sys/class/net/sriov interface_name/device/sriov_numvfs

例：

次の例は、p1p1インターフェイス上での 6つの SR-IOV VFの作成を示しています。
[user@rack-111 ~]# echo 6 > /sys/class/net/p1p1/device/sriov_numvfs
[user@rack-111 ~]#

ステップ 2 作成された SR-IOV VFを確認するには、次のコマンドを実行します：
# cat /sys/class/net/interface_name/device/sriov_numvfs

例：

次の例は、p1p1インターフェイスでの SR-IOV VFの検証を示しています。
[user@rack-111 ~]# cat /sys/class/net/p1p1/device/sriov_numvfs
6
[user@rack-111 ~]#

ステップ 3 （任意）または、IPリンクコマンドを実行すると、作成された SR-IOV VFが表示されます。
# ip link show interface_name

例：

次の例は、p1p1インターフェイス上に作成された 6つの SR-IOV VFを示しています。
[user@rack-111 ~]# ip link show pipl
2: plpl: <BROADCAST, MULTICAST, UP, LOWER_UP>mtu 9000 qdisc mq state UP mode
DEFAULT group default qlen 10 00
link/ether 98: a2:c0:66:32:80 brd ff:ff:ff:ff:ff:ff
vf 0 link/ether 00:00:00:00:00:00 brd ff:ff:ff:ff:ff:ff, spoof checking off,
link-state auto, trust off, query_rss off
vf 1 link/ether 00:00:00:00:00:00 brd ff:ff:ff:ff:ff:ff, spoof checking off,
link-state auto, trust off, query_rss off
vf 2 link/ether 00:00:00:00:00:00 brd ff:ff:ff:ff:ff:ff, spoof checking off,
link-state auto, trust off, query_rss off
vf 3 link/ether 00:00:00:00:00:00 brd ff:ff:ff:ff:ff:ff, spoof checking off,
link-state auto, trust off, query_rss off
vf 4 link/ether 00:00:00:00:00:00 brd ff:ff:ff:ff:ff:ff, spoof checking off,
link-state auto, trust off, query_rss off
vf 5 link/ether 00:00:00:00:00:00 brd ff:ff:ff:ff:ff:ff, spoof checking off,
link-state auto, trust off, query_rss off
altname enp9s0
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altname eno5
[user@rack-111 ~]#

（注）

ホストサーバが再起動すると、作成された SR-IOVVFはホストから削除されます。ステップ 1のコマンド
を rc.localファイルに追加することにより、ホストサーバーが起動するたびに同じ数の SR-IOV VFを作成
できます。

次のタスク

新しい仮想マシンを作成できます。

新しい仮想マシン（VM）の作成

始める前に

•デスクトップ環境でのホスト

•仮想化パッケージがインストールされた場合

• OS ISOイメージをサーバのデータストアにコピー

手順

ステップ 1 次のコマンドを使用して、ホストサーバで仮想化が有効であることを確認します。

# lscpu | grep Virtualization

例：

この例は、Intelの仮想化テクノロジー VT-xが有効にされていることを示します。
[user@rack-111 ~]$ lscpu | grep Virtualization
Virtualization: VT-x
[user@rack-111 ~]$

ステップ 2 次のコマンドを使用して、KVMモジュールがロードされていることを確認します。

# lsmod | grep kvm

例：

この例は、KVMモジュールがホストサーバーにロードされたことを示しています。
[user@rack-111 ~]$ lsmod | grep kvm
kvm_intel 409600 8
kvm 1134592 1 kvm_intel
irqbypass 6384 290 vfio_pci_core, kvm
[user@rack-111 ~]$

ステップ 3 端末で virt-managerコマンドを入力して、Virtual Machine Manager GUIを起動します。
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ステップ 4 Virtual Machine Managerで、 [File] > [New Virtual Machine]の順にクリックして、新しい仮想マシンを作
成します。

ステップ 5 [新しい VMウィンドウ（New VM window）]で [ローカルインストールメディア（ISO画像または、
CDROM）（Local install media (ISO image or CDROM)）]オプションを選択し、 [転送（Forward）]を
クリックします。

ステップ 6 [ISOまたはCDROMのインストールメディアを選択（Choose ISO or CDROM install media）]で、 [参照
（Browse）]をクリックします。

ステップ 7 [ISOメディアボリュームの検索（Locate ISO media volume） ]ウィンドウで、 [ブラウザローカル
（Browser Local）]をクリックします。

ステップ 8 ISOイメージがあるフォルダに移動します。ISO画像を選択し、[開く（Open）]をクリックします。

ステップ 9 [続行（Forward）]をクリックします。

ステップ 10 VMに必要なメモリおよび CPU設定を選択し、 [転送（Forward）]をクリックします。

ステップ 11 VMのディスクイメージサイズを選択し、 [転送（Forward）]をクリックします。

ステップ 12 [名前（Name）]フィールドに VMの名前を入力し、 [完了（Finish）]をクリックします。

OSインストールの進行状態をモニターすることができます。

仮想マシンに SR-IOV VFを追加

始める前に

選択した仮想マシンの電源をオフにします。

手順

ステップ 1 Virtual Machine Managerで、仮想マシンを右クリックして、 [開く（Open）]を選択します。

ステップ 2 [モニタ（Monitor）]アイコンの横にある [仮想ハードウェア詳細を表示（Show virtual hardware detail）]
アイコンをクリックします。

ステップ 3 [ハードウェアを追加（Add Hardware）]をクリックします。

ステップ 4 [新しい仮想ハードウェアを追加（Add New Virtual Hardware）]ウィンドウで、 [PCIホストデバイス（PCI
Host Device）]を選択します。 [PCIデバイスの詳細（PCI Device Details）]タブで、作成した SR-IOV VF
を仮想マシンに割り当てます。

ステップ 5 [完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 6 仮想マシンの電源をオンにします。

単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）の構成
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仮想マシンに SR-IOV VFを追加



次のタスク

これで、仮想マシンにログインし、Cisco eNICドライバをインストールして、仮想マシンを再
起動した後、「ip link」コマンドを使用して追加された SR-IOVVFを確認できます。詳細につ
いては、「Cisco eNICドライバのインストール」を参照してください。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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